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諮問書�  

F護審議話の常詰樺帯数の拡大に向けた電気通信番号!こ係る制渡等の在り方jにつ

いて、下記のとおり諮問する。

携帯電話のネットワークiι いつでもどこでも利男耳能なネットワークとして国畏に

広く認識されており、平成 23年 3耳東時点での護帯竜詰サービス契約数!~約 1 憶2千

万件という状況である。加えて、近年、携帯電話の通信モジュールについては、小

型化・低議化を背景i之、電子書籍、ゲーム端末、カーナピゲーション、子供の

訪~ßゴザ一等に組み込まれることにより、議帯童話のネットワークを利用した

機器障の遥信� (Machineto Machine)の需要が広がりつつある。

今後も、震帯龍話サービスの提約数が年々約500万件増加する状別が繍皆、かつ、

従来の携帯竜誌の電話番号の指定方法を維持すると、平成26年2月頃!こは、総務省

から電気遣吉事業者に指定する携帯電話の電話番号が不足すると組恕される。

このため、今後、携帯電翻に閲する通信需要の増加に溜切に対応し、料用者ニー

ズにfie;えるためには、現在、機帯電話の電話番号として使用している090及び080番

号帯に加えて、新たに070掛号帯の導入を検討するなど、携帯寵話の謹話番号数の

拡大を検討するとともに、携帯議話とPHSとの番号ポーヲピワティ導入など事J1=義者事j

便の向上等の観点からの検討が必要である。

また、併せて、寵気通犠掛号規制{平成9年郵政省令第82号〉に規定する第~穂指

定電気通信設備との網開器帯接続に揺する電気遥信番号の指定要件について、今

後斑なるサービス都議の多織化や ~j用料金の{思議化を可誌とし、利用者利便の向上

に資するため、さ言語指定要件の在り方iごついて桧討する必要がある。

以上よ守、以下の事壌について、設構識舎に諮問するものである。� 

(1 ) 携帯電話の電話番号数の拡大に向けた電気通信番号に係る制度の祖り方� 

(2) 電長通信番号の指定要件の宿り方
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